
2025年4月11日（金）ちゃんと 20

　4月は沙流（さる）地方のアイヌ語では「モ チュプ = 静かな月」とも呼ばれたそ
うです（「アイヌ語沙流方言辞典」田村すず子）。「達者に静かに暮らしているから」
とのことです。現代社会の4月のめまぐるしいこと。じっくり物事を考えながら自然

散歩がしたいですね。

　先月22日（土）のこと、講演会「人とヒグマの
共生のために」を聴いて参りました。サイエンス・
カフェ inちとせ実行委員会主催の会でした。たい
へん興味深い良いお話でした。語ってくださったの
は道庁の環境生活部ヒグマ対策室の武田忠義さ

ん。獣医師でもあり科学的な知見から実態調査・施策立案をなさっているヒグマ
専門家です。聞けば前日も猟友会千歳支部の研修会で講師を務められたとのこと。
私たちにとってたいへん心強い方です。
　近年の人身事故の状況を細かく分析し、ヒトとクマとの「あつれき」を低減させる
ことを目標にした科学的保護管理が必要な時代にあることを、分かりやすく語って
くださいました。
　その1つの方策が「ゾーニング管理」という考え方です。市街地・住宅地の中は
「排除ゾーン」として侵入を許さず、そこから一歩出た周辺は「緩衝ゾーン」として
生息数を把握し管理を徹底する、というように地域全体が合意して4段階のゾー
ン分けをしておくと保護・防除・駆除が即可能な社会ができるという考え方です。
　課題は専門家の不足です。ハンターは今エゾシカ対策で手一杯。高齢化の問題

もあります。狩猟や調査・防除の専門行政職員を育成することが急務だというお
話でした。

　講演会の後半、質問が出ました。千歳川には孵化放流事業によって多くのサケ
が遡上するが、知床のようにそれを餌とするヒグマは居ないのですか？と。

　お答えは、「サケを捕っている状況は目撃されては
いないが、出現の状況からみると居着いている感じ
がある。」と。
　ヒグマは雑食性で植物食が主体とされています。
ですが本来の身体の構造は肉食型の動物です。北ア
メリカやロシア極東、日本でも知床半島では、サケを
捕る本来のヒグマの姿を今も見ることができます。

　アイヌ民族が川沿いの集落（コタン）に住み丸木舟で行き来していた時代までは、
サケに依拠するアイヌ（アイヌ語で「人間」）とヒグマは、同じ川でうまく住み分けて
いたのでしょう。ヒグマはキムンカムイと呼ばれ、時にたくさんの肉と立派な毛皮な
どを授けてくださる存在として大切にされ、お互いに邪魔することなく暮らしていた
のでしょう。

　早春のウサクマイを歩くと、小さな動物たちに食べ
つくされ骨になったサケの姿がありました。数百年前
でしたら、時期になるとこの千歳川の浅瀬でキムン
カムイたちが食事する姿が当たり前にみられたことで
しょう。想像していただけたらと思います。
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●プロフィール　カケスさん
中 原 直 彦　（社）日本自然保護協会の自然観察指導員。市民団体「しこつ湖自然体験クラブ＊
トゥレップ」を2003年に設立。(財)アイヌ民族文化財団・活動アドバイザー。小学校非常勤講師、
専門は環境学習。音楽活動ではブルーグラス・バンドを主宰。2009年8月より当コラムを執筆。

親子でおりがみのおうちをつくろう!

 千歳市立図書館　指定管理者　（株）山三ふじや 
 電話 0123-26-2131　FAX 0123-26-2133

対 象 幼児～小学３年生（保護者同伴）
と き 令和7年5月11日（日）　14時～ 15時30分
と こ ろ 千歳市立図書館　2階ＡＶ室
定 員 親子10組（保護者1人につき子ども2人まで）
参 加 料 無料
持 ち 物  色鉛筆やクレヨンなどの使用したい画材 ※絵具などはご遠慮

ください。シールなど使用したいものがあればお持ちください。
申込方法 千歳市立図書館カウンターまたは電話にて
申込期限 4月12日（土）～　先着順

千歳市立図書館からのお知らせ

問合せ
申込

5月11日

令和7年度 こどもの読書週間事業

おりがみでおうちをつくり、おへやを描きましょう。
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